














































































































1932 年になると、書院生の第 29 期生の第 2
班13 と第 6 班14 の 2 グループがフルンボイルを訪


































































































































































具体的には、 1925 年の第 22 期生による調査
は、満洲里とハイラルの近辺にとどまった。
1931 年の第 28 期生による調査は、満洲里とハ
イラルの近辺から草原へと踏破調査範囲を伸ばし
た。 1932 年の第 29 期生の調査は、フルンボイ
ルの最南端であるハロンアルシャンまで行った。
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